
気象庁作成 

トカラ列島近海の地震活動（小宝島付近）

（１）概要
トカラ列島近海（小宝島付近）では、2025 年６月 21 日 05 時頃から地震活動が活発となり、７月 31

日までに震度１以上を観測した地震が 2238 回（震度６弱：１回、震度５強：３回、震度５弱：４回、
震度４：51 回、震度３：151 回、震度２：555 回、震度１：1473 回）（注１）発生した。このうち、最大
震度を観測した地震は、７月３日 16 時 13 分に発生した M5.5 の地震で、鹿児島県十島村（悪石島）
で震度６弱を観測したほか、トカラ列島から奄美群島にかけて震度３～１を観測した。また、最大規
模の地震は、７月２日 15 時 26 分に発生した M5.6 の地震（最大震度５弱）である。 

今回の地震の発震機構（CMT 解）は、活動域西側では概ね北北東－南南西方向に張力軸を持つ正断
層型であり、東側では概ね北北西－南南東方向に張力軸を持つ正断層型または横ずれ断層型である。 

今回の一連の地震活動による人的・住家被害は報告されていない（2025 年７月７日 00 時 50 分現
在、総務省消防庁による）。 

また、福岡管区気象台と鹿児島地方気象台では、気象庁機動調査班（JMA-MOT）を派遣し、７月３日
16 時 13 分の地震により震度６弱を観測した震度観測点及びその周辺において、震度観測点の観測環
境及び地震動による被害状況について現地調査を実施した（７月５日 06 時 29 分に発生した M5.4 の
地震で震度５強を観測したことによる調査も含む）。 
 この地震による最大震度別地震回数表を表１－１に、震度１以上の日別地震回数グラフを図１－１
に示す。 

（注１）震度１以上を観測した地震の回数は、後日の調査で変更する場合がある。 




